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1位 東京 9.0 全国 3.5
2位 北海道 6.4 北海道 5.0
3位 大阪 4.9 東北 4.6
4位 長野 4.8 関東 2.6
5位 静岡 4.8 北陸信越 6.1
6位 神奈川 3.9 中部 3.5
7位 千葉 3.6 近畿 2.9
8位 沖縄 3.4 中国 3.2
9位 京都 3.3 四国 3.3








1位 東京 26.8 全国 13.1
2位 大阪 14.1 大阪 30.2
3位 北海道 8.3 東京 29.9
4位 京都 7.2 京都 25.7
5位 沖縄 5.9 沖縄 18.8
6位 千葉 5.2 北海道 17.0
7位 福岡 3.6 千葉 15.5
8位 愛知 3.4 山梨 15.4
9位 神奈川 3.3 福岡 14.7































































































4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 2015年
中国 10.9 12.0 12.0 15.5 8.5 3.1 62.0 160.4
韓国 4.9 -1.3 9.6 10.3 6.8 12.9 43.2 59.1
台湾 4.9 3.6 5.3 3.5 1.9 4.5 23.7 47.4
香港 0.8 1.9 2.6 2.6 1.8 1.6 11.3 32.8






























合計 総数 中国 韓国 台湾 香港 アメリカ
2015年4～9月 25.4% 25.3% 24.0% 25.2% 28.6% 22.3%









































2013年度 448 105 23.5%
2014年度 1,058 269 25.4%










14Ⅰ 14Ⅱ 14Ⅲ 14Ⅳ 15Ⅰ 15Ⅱ 15Ⅲ 15Ⅳ 16Ⅰ 16Ⅱ 16Ⅲ
中国 3,357 2,375 3,831 1,509 5,184 3,811 9,307 5,609 5,130 3,614 6,291
韓国 1,684 2,985 2,188 2,707 2,788 3,278 3,471 3,606 2,854 3,519 3,247
台湾 3,079 4,009 3,811 3,354 5,021 4,825 5,596 4,388 4,844 4,118 4,288
香港 3,873 3,481 3,665 1,945 5,736 4,690 5,290 3,532 4,723 3,522 6,206
（出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」各四半期版より作成　（単位）円
5．おわりに
本稿の分析で得られた主な結論は、以下のとおりである。
①　延べ宿泊者数を日本人宿泊者数と外国人宿泊者数に分けると、外国人宿泊者数は特定地域
への集中が激しく、上位の地域は宿泊者の20～30％が外国人だが、下位の地域はわずか1
～2％であり、地域格差が大きい。
②　都道府県別延べ宿泊者数について実数で加重変動係数を計測すると、外国人宿泊数は特定
地域に集中しているので、加重変動係数は大きな値をとる。
③　訪日外国人旅行者を国別に見ると、中国、韓国、台湾、香港の東アジア4ヶ国・地域だけ
で全体の7割を占める。2013年以降の訪日外国人の急増はこれら4ヶ国・地域の寄与が大
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きいが、2016年に入って鈍化傾向が見られる。
④　2016年に入って訪日外国人旅行者の急増が鈍化する中で、関西への観光客・旅行者は堅
調に推移しており、日本における比重を増しつつある。その要因の1つとしては関西国際
空港の利用者が増加していることが挙げられる。
⑤　2015年に顕著であった中国人旅行者を中心とする爆買いは一段落し、訪日外国人の旅行
消費にしめるサービス消費の比重が増しつつある。
本稿では現時点で得られる最新データから訪日外国人旅行者の地域分布と近年の関西への旅
行者の増加ぶりについて検討してきた。2016年のデータがそろった時点で、訪日外国人旅行
者の消費パターンの変化や関西への集客の要因についてより詳細に検討する。
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1 本稿で示す関西には滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県の2府4県が含まれる。ただし、一
部の図表では元資料が近畿という名称になっているのでその図表と説明においてはそのまま近畿を使用した。
近畿の場合も含まれる府県は同じである。
2 日本政府観光局（JNTO）の公表する報道・資料では「訪日外客数」と表現される。
3 各都道府県の日本人延べ宿泊者数が全国の中で占める割合を計算したものである。
4 観光庁統計で用いられている国土交通省の地方運輸局に基づく地域区分を採用している。
5 変動係数の対象となる都道府県データは、それぞれ人口が異なるので、そのまま変動係数を計算すると正確に
格差を計ることができない。そこで、都道府県ごとの人口の比重を考慮して計算した変動係数を加重変動係数
という。詳しくは朝田（2013）を参照。
6 対前年同月比を増加率の％表示で示している。対前年比を示す他のグラフも同じ。
7 塚田（2016）は「訪日外国人消費動向調査」のデータから大阪を訪れる外国人旅行者の平均宿泊数が増加して
いることを指摘している。
8 ここでの関西地域とは大阪市、京都市、神戸市の百貨店を指す。
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